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論文の内容の要旨

論文題目 物語と暗殺―閔妃事件から大逆事件を貫く近代の背理

氏名 内藤 千珠子

明治期の言説空間において醸成された物語や論理、比喩について、さまざまな言語領域にまたが

る活字資料を対象として言語態分析を行い、活字と歴史的記憶との関連について考察する。主な対

象となるのは、明治期全般の新聞・雑誌の言語、学問的言語、医学や衛生学に関する言語、法的言

語、外交文書、文学的言語、思想の言語等々、さまざまな言語領域にある資料だが、なかでも、複

数の言語態を溶融させながら物語や論理の流通を促している新聞メディアの言葉が、収集され、分

析される中心資料となっている。

具体的には、第一部で、病・女性身体・植民地や民族をめぐる表象について分析を行い、比喩や

論理、物語が、近代日本の背理として現象している様相について確認している。論文全体の中心と

、 、 、 、なる第二部では 明治期の言説構造に内在する物語や論理 比喩が 閔妃暗殺事件や伊藤博文暗殺

大逆事件や天皇の病死などの、暗殺や死に関する歴史的事象といかに関わるのかを検証している。

◆ 第１部 喩から物語へ

第１章 病と血

病の比喩が、民族や人種・階級・ジェンダーをめぐる表象と交差しながら、差別化する論理の定

型を生成する過程を分析する。

分析の主な対象となるのは、医学者・北里柴三郎や福沢諭吉に中心化される、伝染病をめぐるテ

クストである。伝染病流行の不安は、身体の境界や国境を言説の上に可視化し、差別の論理を生成
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することになる。

ここでは、病が記述されることで醸成された論理の定型を抽出するのと同時に、実はその定型が

「血」や「病原菌」の表象によって侵犯され、論理として持続しえない性質をもっていることを指

摘している。すなわち、病の比喩は、論理の定型を生成しながらも、それを崩壊させずにはいない

といった両義性を含みもっているのだ。

第２章 女性身体

「皇后 「娼妓 「女学生」といった記号によって具象化された女性表象を 「天皇 「軍人 「学」 」 、 」 」

生」と対にして位置づけようとする言説の論理と関連させながら考察する。近代の活字メディアに

おいて、身体の表象構造が、いかにジェンダーの非対称性と密接に関連しているのかを、法的言語

や雑誌メディアの言語を分析しながら、明らかにしてゆく。

その上で 「女」という記号が、主として広告言説のなかで固定化され、身体の意味を附与され、

、 （「 」「 」 ） 。ていることに注目し 売薬広告 血の道 子宮病 関連広告 や化粧品広告を対象として論じる

いずれの広告においても、女性身体は「血」の比喩によって可視化されている。すなわち 「女」、

とは「血」を病んだ存在であり、身体の内部を流れる「血」がつねに言説上で問題にされるのだ。

広告言説は、女性身体を論理の定型構造のなかに固定させようとする。だが 「血」の意味とイ、

マージュの複数性によって 「女」という記号を規定しようとする論理はつねに、破綻の危機にさ、

らされてもいる。

第３章 極北のアイヌ

第１・２章で議論した、病や血の比喩、あるいは女性表象の構造を念頭に、植民地としての「北

海道 、そしてそこに先住する「アイヌ」の問題について、物語の定型という側面から論じている。」

明治初期においては 「北海道」も「アイヌ」も、活字を読む日本語読者にとって未知の存在で、

あった。ゆえに、未知の存在を理解し、意味づけるために 「北海道」や「アイヌ」を記述する際、

には、既存の論理体系や物語が必要とされていた。病や血、女性をめぐる表象に内在される比喩や

物語、論理が引用されるようにして 「北海道 「アイヌ」に関する物語の定型が編成されたのであ、 」

る。

その定型としての物語は、民族や植民地を類型化し、固有性を奪う機能を備えている。だが、そ

の一方で 「北海道」や「アイヌ」をめぐる物語定型は、反復されなければ不安定化してしまうと、

いった脆弱さを孕んでもいるのだった。第一部を総括するこの章では、定型の持つ両義性について

検討している。

◆ 第２部 大逆と暗殺

第４章 朝鮮王妃

大日本帝国の力が強く働くかたちで暗殺された朝鮮国の王妃・閔妃の表象について 暗殺事件 明、 （

治２８年）前後における新聞メディアの言語を対象として考察した。

まず、活字メディアのなかで、閔妃が朝鮮を代表・表象させられ 「女」である点を強調され、さ、
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らに、病の比喩によって記述されていることを確認した上で、それらが朝鮮滅亡の物語として展開

される過程を検証する。

さらに、閔妃の暗殺が、前年に起きた金玉均暗殺事件の表象構造を反復するように描写されてい

ることと、メディア言語の上で閔妃に対する殺意が構成されていることとが緊密に連動しているの

を指摘し、メディアの殺意が現前化するように暗殺という出来事が生じてしまう、という、言説論

理の在り方を詳述している。

最終的に閔妃に「明成皇后」の名がおくられた際、それは日本語メディアにおいて、別の記号的

事件と化してゆくが、それはこの大事件が、日本語の上から忘却されてゆく過程を準備するもので

もあったのだった。

第５章 死者と帝国

閔妃の死後の大日本帝国と大韓帝国との関係性を、死者の表象に焦点化しながら論じる。

暗殺事件の後、閔妃をめぐる記憶は何度も召喚されるが、それは「朝鮮」を代表・表象する新た

。 、 （ ）な固有名との置き換えが遂行される過程と連動している その固有名とは 次なる朝鮮王妃 正妃

となることを期待された「厳妃 、その厳妃を母とする「韓太子」等である。大日本帝国に「留学」」

の名目で人質にとられた「韓太子」をめぐる描写には、大韓帝国初代総督・伊藤博文の表象が連鎖

しており、伊藤博文暗殺時には、韓太子をめぐる記事が独特な機能を果たすことになる。また、安

重根が挙げた暗殺の動機には「王妃殺害」の文字が含まれ、安重根は閔妃殺害の記憶を言説空間に

呼び込む契機を作り出している。

この章では 「閔妃」の暗殺から「厳妃」の病死する明治末期までを対象に、植民地化の欲望と、

物語が癒合する様式を問題化し、死者の表象と歴史的記憶の創造について考証している。

第６章 大逆と併合

明治４３年に生起した大韓帝国併合と大逆事件。第６章では、新聞メディアの上で両者がいかに

記述されたのか、その類縁性に着目して検証した。

併合も暗殺も、いずれ起こるべき事件として、メディアの言語が欲望する構図をなぞるように出

来したのだった 併合 が植民地主義的な論理の完結する地点として表象されたとするならば 大。「 」 、「

逆」とは、性と境界をめぐる魅惑的なスキャンダルが天皇の暗殺という物語として結実する瞬間を

編み上げたものだと言える。両事件は、新聞メディアの言語にあって、交錯しながら読者の期待の

地平を構成していた。

しかも、併合の論理にも大逆という物語にも 「天皇」が直接登場させられている。時代の終わ、

りを予感させる時期にあって、大逆と併合は、明治期に醸成された論理や物語を濃密に演じつつ、

その定型構造を終焉に導こうとするのであった。

第７章 天皇の病死

終章では、大逆事件の直後における新聞の言語と、天皇の病死報道とを資料対象として、明治と

いう時代が閉じる瞬間に生じた出来事性を記述している。天皇の死は、メディアにおいて生成され

た物語の枠組みを破綻させ、論理の危機を招いたのだった。


